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凝縮されたドライビング・プレジャー： 
MINI Coupe Concept 
(ミニ・クーペ・コンセプト) 

MINI ブランドが記念すべき生誕の日を迎えました。今からちょうど 50 年前の 1959
年 8 月 26 日、Mini が初めて公式の場で披露されました。そしてその日から MINI ブ
ランドの今日に至るまでのサクセス・ストーリーが始まりました。そして Mini 初公開の

日と同日の 2009 年 8 月 26 日、ブランドの伝統をそのままに、MINI は新しいコンセ

プト・モデルを公開することで新たな未来を切り拓きます。  
 
MINI Coupe Concept は、MINI ブランドの未来へ向けた展望を提示します。MINI 
Coupe Concept は、MINI のデザインのコンセプトを表現し、デザイナーが MINI の基

本的な価値に新たな息吹を与える力を持つことを表現した一台です。 
 
この妥協のないスポーティな 2 シーターのコンセプト・カーは、2009 年 9 月 17 日から

9 月 27 日にかけて開催されるフランクフルト・モーターショーで世界初公開される予

定です。このクルマの公開によって MINI ブランドは、MINI のモデル・ファミリーが今

後どのように展開されるかについて、魅力あふれるビジョンを提示します。このコンセ

プト・モデルのヒントになったものは、これまでと同様に、各モデルに共通する MINI 最
大の魅力である走りの愉しさでした。MINI Coupe Concept は、あらゆる面でドライ

バーにわくわくさせる体験をもたらし、ひとつひとつの旅を感動的な体験に変えること

を運命付けられた、理想的なクルマです。 
 
MINI Coupe Concept は、スポーティで冒険的なスタイルの走りを実現するために、

多彩な特徴を備えています。このクルマは座席数を 2座に制限し、軽量構造を一貫し

て追求することによって、アクティブでダイナミックなクーペに求められる条件のすべ

てを満たしています。コンパクトなサイズ、完璧な前後重量配分、低重心設計によっ

て、MINI 特有の俊敏な走りをかつてないレベルに高めるための最高の条件を整えて

います。 
 
MINI Coupe Concept は、そのデザインだけを見ても、ドライバーをわくわくさせるよう

な、真のドライビング・プレジャーを追求したクルマであることが表現されています。ダ

イナミックなプロポーションと躍動的なデザインは、誰もがステアリングを握って走りた

い、という欲求に駆られるものです。しかも、これまでとはまったく違うスポーティなス

タイルは、MINI ブランドの魅力そのものを純粋な形で表現しています。 
 
MINI Coupe Concept：積極的に走りを楽しめるモビリティへの招待 
MINI モデル・ファミリーの発展とともに、MINI ブランドに対する人気も絶えず

右肩上がりを続けてきました。MINI は、都市の移動手段という枠組みを越えて

その舞台をさらに広げることで、新たなターゲット・グループを獲得してきま

した。そして MINI は、どのような状況でも、心の底から走りを愉しみたいと考

える人のための移動手段として、スポーティで俊敏なハンドリングや見間違え

ることのないユニークなスタイルを確立したクルマとなりました。 
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現在 MINI ファミリーにラインナップされているモデルは、いずれもさまざまな要求に

応えることができます。MINI、MINI Clubman、MINI Convertible は、それぞれの個

性的なキャラクターによって、MINI ブランド特有のユニークな走りを体験できるクルマ

たちです。そして MINI Coupe Concept、このクルマは乗る人に最も強く凝縮されたド

ライビング・プレジャーをもたらします。この 2 シーター・モデルはその徹底した軽量構

造によって、俊敏な走りと、他では考えられないほどの効率性を実現しています。そ

れだけでなく、低く流れるルーフ・ライン、その後端部に装着された精緻なスポイラー・

エッジ、空力特性を強化するために採用されたさまざまなパーツは、このコンセプト・

カーの優れたパフォーマンスをさらに高い水準へと押し上げます。MINI Coupe 
Conceptには、そのデザインも、高性能のドライブトレイン・テクノロジーも、あらゆるも

のがプレミアム・セグメントにおけるコンパクト・スポーツカーとしての理想的な条件を

揃えています。 
 
この 2 シーター・モデルは、現行 MINI の中で最もパワフルなエンジンを搭載できるよ

うに設計されています。MINI John Cooper Worksから受け継いだ1.6リッター・ツイン

スクロール・ターボ・エンジンを搭載したことで、このMINI Coupe Conceptは傑出した

パフォーマンスを発揮します。最高出力 155kW（211ps）、最大トルク 260Nm を発揮

し、オーバーブーストを使えば一時的に最大トルクが 280Nm に達します。その上こ

の MINI Coupe Concept には、このユニークなパワー・ユニットを搭載した MINI John 
Cooper Works の優れたパフォーマンスを凌ぐために、あらゆる特徴が組み込まれて

います。 
 
もちろん、このコンセプト・カーにはBMWグループの研究開発戦略であるエフィシエン

ト･ダイナミクスによるさまざまな技術も盛り込まれています。「より少ない燃料で、より

大きなドライビング・プレジャーを」― MINI ブランドではより魅力的に「MINIMALISM
（ミニマリズム）」と表現しているこの哲学から生まれたクルマが、MINI Coupe 
Concept です。 
 
MINI の 50 年：未来を見据えていたからこそ迎えられたこの記念の日 
クラシックMini の登場から 50年を経た現在、どこへ行ってもユニークな魅力をふりま

く MINI モデル・ファミリーの活躍に支えられ、MINI は従来にも増して高い人気を得る

ブランドになりました。そして記念すべき今年、MINI ブランドは明るい未来を確かなも

のにするため、このユニークな伝統と大きな実績を残した現行のモデル・ファミリーに、

さらなる創造性と画期的テクノロジーを組み込みました。 
 
MINI Coupe Concept は、MINI ブランドが現在も開発し続けている中で造り出された、

さらなるマイルストーンと言うべきクルマです。このクルマは MINI の基本的な強みを

活かし、最新技術と画期的なボディ・コンセプトを採り入れることで、これまでに見られ

なかった新たな基準を打ち立てる一台です。このため MINI Coupe Concept には、既

存のモデル・ファミリーをさらに個性的に仕立て上げる新たな特徴が数多く盛り込ま

れています。 
 
エクステリア・デザイン：伝統的な MINI の外観と個性的なキャラクター 
MINI Coupe Concept は、初期のクラシック Mini と、はるか未来の MINI ブランドとの

架け橋となるボディ・デザインが与えられており、MINI というクルマが生まれながらに

して備えるユニークなキャラクターだけでなく、MINI ファミリーの完全な一員であるこ

とを強調する存在です。人々の心に訴えかける個性的なデザインは、見る者にスリリ

ングな走りに対する期待感を抱かせます。 
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とりわけフロント・エンドには MINI 特有の象徴的なデザイン要素や MINI ならではの

スタイルを数多く組み込み、これらが一体となって、MINI ファミリーの他のモデルとの

強い類似性を形作っています。また、MINI Coupe Concept の個性的なルックスは、

サイド・ビューやリア・エンドのデザインにも表れています。  
 
このユニークな 2シーターのコンセプト・カーは、全長 3,714mm、全幅 1,683mm、全

高 1,356mm です。こうしたサイズや全体から漂わせるスポーティなプロポーションだ

けを見ても、MINI Coupe Concept は生まれながらにしてコンパクトで屈強なスポー

ツ・マシンとして傑出しているクルマであることがわかります。 
 
極めてスポーティなスタイルの、典型的な MINI 
この新しいコンセプト・カーの特徴的なデザインによるフロント・エンドは、MINI の 4
シーター・モデルから受け継いでいます。滑らかでバランスの取れたエンジン・フード

の輪郭は幅の広さと丸みを強調し、大きなヘッドライト、MINI らしさを表現するラジエ

ター・グリル、大きなロワー・エア・インテークが特徴的です。これらのいずれもが、

MINI の各モデルと同様のユニークなルックスと開放感、MINI 特有の魅力をもたらす

特徴です。フロント・ウインドウを他のモデルよりも強く傾斜させたことで、これまで以

上に印象的で躍動感あふれるルックスとなりました。そして低く流れるようなボディは、

この MINI Coupe Concept が傑出したパフォーマンス・カーであることをはっきりと主

張しています。  
 
六角形のラジエター・グリルと大径の丸型ヘッドライトは、MINI のデザインの最大の

特徴です。これらによってMINI Coupe Conceptは、クラシックMiniのフロント・ビュー

を最新の手法で表現し直しています。ターン・インジケーターはヘッドライトに内蔵さ

れ、その下に取り付けられたポジション・ライトとフォグ・ランプの周りは、画期的な 3
次元デザインが施されています。フロントのエア・ダムはこれまで以上にワイドで、こ

のコンセプト・カーのスポーティなルックスを強調し、見る者の視線を集めるデザイン

となっています。 
 
MINI Coupe Concept のクローム製ラジエター・グリルは MINI Cooper S と同じもので

すが、グリル内側のバーにはボディ・カラーと同じ色があしらわれて、MINI ファミリー

の他のモデルとの違いをひと目で区別するための目印となっています。エンジン・

フード上にはラジエター・グリルまで 2 本のストライプが伸び、よりスポーティでダイナ

ミックな印象をもたらしています。 
 
エンジン・フードの躍動的な曲線とスタイリッシュな開口部の形状は、その内側にある

エンジンのパワーを証明するものです。こうした特徴を備えたエンジン・フードは、

MINI ファミリーの中でも特にパワーに優れたいくつかのモデルとも共通したデザイン

になっています。 
 
スポーティな存在感を示す個性的なルーフ・ライン 
MINI Coupe Concept のサイド・ビューにも、MINI ファミリーならではの特徴が表現さ

れています。これに新たなデザイン上の特徴を加えたことで、全体的なルックスをさら

に魅力的にしています。例えばフロントのサイド・パネルは MINI Convertible のもの

をそのまま利用しています。もう１つの MINI ならではの特徴で、エンジン・フードから

フロント・サイド・ターン・インジケーターの縁を斜めに通るボディの接合部は MINI 
Cooper S のスタイルを踏襲しており、この歴史的なルーツとなったモデルともはっきり

区別をつける目印となります。この部分は、クラシック Mini ではボディの溶接箇所で
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こうした各種の特徴によって完成された親しみやすいデザインは、まったく新しいデザ

インによって流れるようなルーフ・ラインへと続く鋭角的な A ピラーとの間に魅力的な

コントラストを生んでいます。 
 
大径ホイールと高いウエストラインは、MINI や MINI Clubman、MINI Convertible と

同様にパワフルでスポーティな印象をもたらす外観上の特徴のひとつです。コンパク

トな外観を強調するため、ボディにはロワー・セクションに沿ってブラックのストリップ

があしらわれ、また前後のショート・オーバーハングはこのクルマが生まれながらにし

て備えるスポーツ性を際立たせており、ひと目で MINI 特有のゴーカート・フィーリング

を感じさせます。  
 
MINI Coupe Concept では、ユニークなルーフ・ラインの曲線によって、こうした特徴

のすべてにいっそう強い説得力を加えています。例えば、「グリーンハウス」と呼ばれ

るガラスで囲まれたパッセンジャー・セルは、MINI の通常のモデルよりも低くダイナ

ミックなデザインとなっています。  
 
MINI Coupe Concept のもうひとつの特徴は、ルーフ・ラインへと緩やかに溶け込み、

他のモデルよりも急な傾斜がつけられたフロント・ウインドウです。運転席と助手席の

頭上を通過したルーフ・ラインは、リアに差し掛かると C ピラーへと流れます。こうした

輪郭を備えたルーフは、これまでの MINI には見られなかったブリッジ状のデザインと

なりました。こうしたデザインにより、C ピラーやパッセンジャー・セル上側の構造部と

ともにリアの強固なフレームを作り上げています。 
 
C ピラーにはボディ構造部の強度とねじれ剛性の高さを視覚的に表現しており、安全

性を提供するだけでなく、高速走行中には MINI らしい俊敏な走りをもたらします。パ

ワフルさを表現するデザインの C ピラーは、見る者の目線をリア・エンドへ導きます。

サイド・ビューではリアに向けて幅が広がるルーフ・ラインと、MINI 特有の緩やかな角

度で上昇するウエストラインによって、力強いウェッジ・シェイプを形作っています。 
 
MINI Coupe Concept は、こうした数々の特徴によってひと目見ただけで前へ前へと

進もうとする印象を与えます。しかも、止まっているときでさえも、見る者にパワーと精

悍さを伝えます。このように、MINI Coupe Concept はそのデザインに最高水準のス

ポーツ性を表現しているのです。 
 
ルーフ・スポイラーとリアのスポイラー・エッジによる目の覚めるような 
ライン、スムーズな空気の流れ 
MINI Coupe Concept のリア・エンドのデザインは、運動性能と効率性の両面から求

められる空気の流れの最適化を目指したものです。MINI の基本となる「形態は機能

に従う」という原則や、ボディ各部のデザインとルックスは、このクルマの個性的な特

徴と高い品質を余すところなく反映しています。こうしたデザインによって、MINI 
Coupe Concept は見るものを納得させ、信頼を置くことのできる手法によって、ス

ポーティな潜在性能を証明しています。 
 
C ピラーと同じ高さにウイングを備えたリア・スポイラーも、空気の流れを効率的にリ

ア・エンドへ導くことに貢献します。この大型の空力パーツはルーフの左右全体に広

がり、リア・アクスルに作用するダウンフォースを高める働きをします。 
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エレガントに傾斜するリア・ウインドウは、短くわずかに突出するクーペ特有のデザイ

ンのリア・エンドに溶け込みます。このリア・エンドのデザインも、空力性能に悪影響を

及ぼす乱流を抑制し、空気の流れを最適化させることが最も大きな目的でした。リア・

パネルに組み込まれたエア・スポイラーの断面をシャープでクリアなデザインとした理

由もここにあります。  
 
リア・エア・スポイラー下側のデザインと外観は、MINI ブランドならではの哲学に基づ

いたものです。平行に流れる左右のラインはこのクルマの幅を広く見せます。カス

ケード・スタイルで最上部から下へ向かうにつれて徐々に幅を広げるデザインは、独

特の 4 つのホイールに乗ったスタイルの力強さを際立たせます。 
 
テール・ライト・クラスターは垂直に配列され、やはり MINI 特有の特徴となるクローム

製のワイド・フレームが囲んでいます。リアのエア・ダムには 2 分割型のディフュー

ザーが組み込まれているため、フロア下を流れる空気は渦を生じさせることなくス

ムーズに流れます。  
 
見事なまでの機能性：大きく開くテールゲート、大容量のラゲッジ・スペース 
MINI Coupe Concept のもうひとつの大きな特徴は、テールゲートです。意図的にリ

ア・シートを設けなかったことによって、このユニークな 2 シーターのコンセプト・カーに

はあらゆる荷物を積み込むことができる大きな空間を用意しました。  
 
ラゲッジ・スペースの容量は 250 リッターです。大きな空間を便利に活用できるように、

MINI Coupe Concept には大きく開く大型のテールゲートが装備されています。ルー

フ・スポイラー上部にヒンジを持つテールゲートは、リア・ウインドウとともに上へ開き、

シートの背後に広がる大きなラゲッジ・スペースへ簡単に荷物を出し入れすることが

できます。また開口部の下部を低く設計したことで、大きくて重い荷物の積み下ろしも

簡単にできます。  
 
大型テールゲートを持つリア・エンドは、MINI ならではの機能的デザインの一例です。

このクルマのコンセプトによって用意されたあらゆる選択肢は、綿密に考案された手

法と優れた全体のバランスによって最高のレベルに仕上げられています。こうした原

則は、かねてから MINI ブランドの既存のモデルを通じて高い評価を受けてきました。

例えば、MINI Convertible のイージー・ロード機能は、このモデルの機能性の高さに

大きく貢献しました。このセグメントでは例のない各種の画期的な装備品はその成果

であり、MINI ブランドのプレミアムなキャラクターをいっそう強めています。  
 
MINI Coupe Concept では、この哲学がさらに大きな空間と実用性を提供するもうひ

とつの独自の特徴に表れています。パッセンジャー・コンパートメントとラゲッジ・ス

ペースの間のバルクヘッドには、ロック付きの開口部が設けられています。このような

構造のスルー・ローディング機能は、2 シーター・クーペでは非常に珍しいものです。

この機能によって、走行中でもラゲッジ・スペースに積み込んだドライバーや助手席

乗員の荷物を取り出すことができます。この機能があれば、飲み物や音楽 CD、地図

などを入れたバッグを安全に収納できると同時に、これらをいつでも簡単に取り出す

こともできます。 
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インテリア：独自のカラーと素材でスポーツ・カーの雰囲気を演出  
MINI Coupe Concept は、コンパクト・スポーツカーに対するあこがれとわくわくするよ

うな俊敏性を一体化したクルマです。同時にこのコンセプト・カーは、乗る人の独自の

スタイルと MINI ならではのスタイルを１台で表現します。このクルマの全体的なコン

セプトは、密度の高い最高水準のドライビング・プレジャーをもたらすことを目指して

設計されました。このことは、魅力的でスポーティなルックス、誰からも親しまれるエク

ステリアばかりでなく、アクティブな走りのためのインテリアにも表れています。 
 
ドライバーと同乗者が乗りやすいように、ドアは大きく開きます。室内に乗り込むと、ス

ポーツ・シートが迎えます。このシートには、高速コーナーでも乗る人の姿勢を確実に

支えることができるようにデザインされたサイド・サポートが備えられています。3 本ス

ポーク・デザインのスポーツ・レザー・ステアリング・ホイールには、マルチファンクショ

ン・スイッチが組み込まれており、コーナーを正確にトレースしながらオーディオや通

信機能を簡単に操作することができます。その他の操作系エレメントもすべて、人間

工学に基づいて使用する頻度を考慮してダッシュボード上に配置されています。  
 
コックピット、ダッシュボード、センター・コンソールも、MINI 特有の専用デザインで構

成されています。左右に大きく伸びる水平ラインと左右に離されて配置されたエア吹

き出し口は、ダッシュボードの幅の広さを強調します。広々とした室内空間と細身のセ

ンター・コンソールによって、ドライバーと同乗者の足元の空間も最大限まで確保して

います。MINI 特有のデザインによるドア内側の構造にも新たな表現が加えられ、楕

円形のエレメントがドアに埋め込まれています。  
 
ステアリング・ホイールの奥には大型のタコメーターが装備されています。一方、ス

ピード・メーターはダッシュボードのセンター・メーターに組み込まれています。「セン

ター・スピード・メーター」として知られるこの丸型メーターには、オーディオ・システム

や、オプション装備品のエンターテインメント機能、ナビゲーション機能も組み込まれ

ます。 
 
タコメーターの左右にはクロノスイス製の時計が 2 個装備されています。これは初期

の MINI コンセプト・カーと密接なつながりを持つもので、アナログ時代に活躍したクラ

シック Mini と、デジタル時代を走る現在の MINI との間に存在する隔たりを埋めるも

のです。片方の時計はラップタイム計測専用のストップウォッチで、もうひとつはクラ

シックなスタイルで時刻を表示するためのものです。 
 
MINI Coupe Conceptの室内に用いられたカラーと素材は、このクルマのクラシックな

スポーツ性を象徴的に表現しています。この比類なき 2 シーター・モデルのダッシュ

ボードとルーフ・ライニングは、ドライバーが走行状況や運転に不可欠な条件に集中

するための落ち着いた空間を演出するためにブラックで統一されています。カーボン

製インテリア・トリム・ストリップと一体化されたブラックのトリム・バーは、こうした無駄

のないルックスをさらに際立てます。 
 
新たなゴーカート・フィーリングをもたらした軽量構造と最先端のサスペン

ション 
MINI Coupe Concept は紛れもない MINI であり、紛れもないスポーツ・カーです。こ

の組み合わせによる特別な魅力は、現行の市販モデルに搭載されているドライブトレ

インとサスペンション・テクノロジーに、このコンセプト・カーならではのさまざまな特徴

を組み合わせた成果です。  
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MINI、MINI Clubman、MINI Convertible は、そのデザイン性に加え、俊敏性とドライ

ビング・プレジャーの面でもセグメントの基準を確立しました。パワフルなエンジンとサ

スペンション・テクノロジーは、スモール・カーのセグメントの中でも傑出しており、真の

MINI ならではの走りを実現しています。前輪駆動方式、4 輪すべてに装着された優

れた制動力のディスク・ブレーキ、マクファーソン式スプリング・ストラットによるフロン

ト・アクスル、前後方向アームとアンチ・ロール・バーを装備したセンター・ガイド式リ

ア・アクスルは、他では体験できないような安全で俊敏なハンドリングの基礎を形成し

ています。  
 
車速に応じてアシスト量を調節する機能を内蔵した電動パワー・ステアリング（EPS）
は、急なカーブでも理想的なラインを走行することを可能にし、路面や走行状況にか

かわらず、ドライバーに絶えず的確なフィードバックを送ります。このステアリング・シ

ステムは、ステアリングを操作するときにのみアシストを行うことで、効率性を最大限

まで高めています。 
  
MINI Coupe Concept には、ドライブトレインやサスペンションがもたらすゴーカート・

フィーリングをさらに高い水準に高めるための、理想的な条件が揃っています。このコ

ンセプト・カーの構造部は軽量構造コンセプトに従って設計されており、俊敏な走りに

ふさわしい軽さも特徴です。これを示すひとつの例が、アルミ製のルーフです。この

ルーフが車全体を理想的なレベルまで軽くすることに貢献するとともに、重心を低くす

ることでボディの揺れを大幅に抑え、走行中の挙動を最適化します。 
 
車両の軽さは効率性の高さを意味します。このため MINI Coupe Concept は、現代

における重要なサインとして、燃料消費量や CO2 排出量を最小限まで抑えることと豊

かなドライビング・プレジャーとを同時に実現するための選択肢を提案しています。  
 
伝統的な価値、現代的な特質、常に進化を続けるコンセプト  
モータースポーツでの成功と最高水準の俊敏なハンドリングは、50 年にわたる MINI
の歴史の中でもっとも大きな要素です。いずれも、現在も続くこの小さなプレミアム・

カーの根強い人気に貢献しています。 
 
3 度にわたるモンテカルロ・ラリー総合優勝の実力と、突出したドライビング・プレ

ジャーのコンセプトは、このクルマのゴーカート・フィーリングに表れています。今も昔

も変わらないこのフィーリングが、このスモール・コンパクトカーのスポーティな潜在能

力を裏付けています。このため 50 周年記念にあたる今年は、妥協のないアクティブ

なスポーツ・カーに対するひとつのビジョンとして MINI のクーペ・モデルを公開するに

はまたとない機会と捉えています。 
 
2001 年の MINI ブランドの市場再導入の前に公開されたあるコンセプト・カーは、

MINI のデザイナーがこの哲学に絶えず新たな創造性を注いできたことを証明してい

ます。それが 1997 年に公開された MINI コンセプト・モンテカルロでした。このクルマ

は、最高出力 160ps のエンジンをミッドシップに搭載したものでした。このクルマのデ

ザインを見ると、後に発売される MINI の初代モデルにも採り入れられたさまざまな特

徴をうかがうことができます。前後のショート・オーバーハング、丸型ヘッドライト、新た

なスタイルの六角形ラジエター・グリルは、後の市販モデルに採用される重要なデザ

イン要素の未来図といえるものでした。パワフルなボディにモータースポーツへの傾

倒を表現した MINI コンセプト・モンテカルロは、このブランドがラリーの舞台で成功を
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納めてきた歴史を示す証でもありました。  

 

このコンセプト・カーが備えていた勇敢で誰からも親しまれる外観を受け継いだ MINI 
Coupe Concept のデザインは、MINI ブランドの過去、現在、未来を結ぶものです。

MINI ブランドの伝統的価値を受け継ぎ、先進のテクノロジーを組み合わせたことで、

MINIモデルが今後どのように発展して行くのかということについての展望を魅力的に

示しています。 
 
MINIは、MINIのユニークなキャラクターと伝統的なデザインの特徴を結びつけること

で新たなターゲット・グループのニーズや要望に応えようとしています。MINI Coupe 
Concept は、MINI ならではのスタイルとドライビング・プレジャー、そしてそれによって

実現するわくわくするようなライフスタイル、上質のクオリティに心を躍らせるドライ

バーに向けた一台です。それと同時に、MINI のスポーティな走りをさらに高い水準ま

で追求した一台でもあるのです。 
 
本プレスキットの内容は、ドイツ国内市場向け（2009 年 8 月現在）の仕様を基準として記載されており、その他の市場において

は仕様、標準装備品、オプション設定などが異なる場合もあります。本プレスキットでは、車体寸法、エンジン出力などは BMW 
AG 発表のデータとなるため、日本仕様とは異なる場合があります。なお、仕様は随時変更される可能性がありますので予めご

了承ください。 

 


